
 

 

 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能・各種ふせんを活⽤する〜 

ヘスの法則を理解し、熱化学⽅程式を⽤いて反応エンタルピーを求める授業 
図を活⽤しヘスの法則を理解する。また熱化学⽅程式を扱える技能を、演習を通して⾝につける。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⽬的・概要の説明 
ヘスの法則のイメージ（例えば、⼒学的
エネルギー保存の法則）を伝え、⼤まか
に⽣徒にイメージを持ってもらう。 
本時のゴール「①エネルギー図を書いて
反応エンタルピーを求める」「②熱化学
⽅程式を⽤いて反応エンタルピーを求め
る」を確認する。 
 
 
ヘスの法則の説明 
ヘスの法則の説明を⾏う。エネルギー図
を効果的に⽤いて、⽣徒にイメージをつ
かませる。(「⼒学的エネルギー保存の法
則」は既習であるため、イメージの理解
は⽐較的容易であると思われる) 
⿊鉛の燃焼から⼀酸化炭素を得る反応エ
ンタルピーを例に、⽣徒の頭をはたらか
せ、エネルギー図の⾒⽅や使い⽅を実践
させる。（演習ではなく、教師主導のも
とふせんを⼀緒に確認する） 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：図や授業中の演習を活⽤し、実際の⽣徒の作業を通して。ヘスの法則の理解や、

熱化学⽅程式を扱える技能を⾝に付けさせる指導をする。 
⽣徒向けの⽬標：燃焼熱等の情報から、熱化学⽅程式を活⽤し⽬的の反応エンタルピーを求めるこ

とができる。 
 
【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減：図や多くの熱化学⽅程式をふせん上に⽰すため、⼤幅な板書時間を削減できる。 
・課題の配布→回収→管理→添削→返却の効率化： 
 授業の課題はもちろん、授業内演習の問題の提⽰の最適化や管理が容易に。 
・個別最適学習促進： 
 授業で解いた問題の提出を通して、クラスや⽣徒⼀⼈ひとりの理解度を把握し、指導や机間巡視、フ	

 ォローが可能に。	

step2 

本時の概要と⽬標を提⽰。 
また本時で⾏う演習問題（演習
１、演習２）を⽣徒に送信。 
 
 
 
 
 
 
 
 
テキストふせんやファイルふせん
をプロジェクター等で投影し、ヘ
スの法則について、教師主導で説
明。 

step1 

【化学】 
化学反応と熱・光 

ヘスの法則 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

演習１ 
「step2」の演習。問題を提⽰し、エネル
ギー図を⽤いて⽣徒に解かせる。 
（〜5 分） 
教師主導のもと解説。解答例として、⽣
徒から回収した答案をクラス全体に提
⽰。 
 
 
熱化学⽅程式 
「step2」と同じ例を挙げ、熱化学⽅程式
を⽤いた解き⽅を説明する。移⾏や熱化
学⽅程式同⼠の加減法など、数学の⽅程
式と同じ扱い⽅ができることを確認し、
教師が解き⽅を⽣徒に⾒せる。 
 
 
 
演習２ 
「step4」の演習。問題を提⽰し、熱化学
⽅程式を⽤いて⽣徒に解かせる。 
ヒントとして、求めたい熱化学⽅程式を
⽤意。クラスの状況を⾒て提⽰。（苦戦
している⽣徒が⽐較的多く⾒られる場合
は、周囲で話し合いをさせる） 
（〜8 分） 
教師主導のもと解説。解答例として、⽣
徒から回収した答案をクラス全体に提
⽰。 
 
 
まとめ・宿題 
本時のまとめ、宿題の提⽰。 
宿題の内容について、燃焼熱についての
熱化学⽅程式を⽣徒⾃⾝で⽴てる必要が
ある。必要があれば、前回学習単元を確
認するように周知。 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
歴史的背景にも興味・関⼼のある⽣徒向
けに、ヘスについて補⾜。調べるきっか
けとする。 
 

授業冒頭で送信したふせんに書き
込み、解かせる。問題が解けた⽣
徒は、答案をふせんで提出。 
解説の際、解答例として⼀部⽣徒
の答案を紹介という形でプロジェ
クター等で投影し、クラス全体に
共有。 
 
 
ふせんをプロジェクター等で投影
し、教師主導で熱化学⽅程式を⽤
いた解き⽅の説明。 
 
 
 
 
 
 
授業冒頭で送信したふせんに書き
込み、解かせる。問題が解けた⽣
徒は、答案をふせんで提出。 
解説の際、解答例として⼀部⽣徒
の答案を紹介という形で共有。 
 
 
 
 
 
 
 
 
宿題⽤にふせんを送信。 
解けた⽣徒はふせんを提出。 
 
 
 
 
 
 
 
 
リンクふせんを⽣徒に送信。 
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